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*****２００９年度 年頭のご挨拶*****

日本老年行動科学会
会長 佐藤 眞一

２００９年、新たな年度のスタートにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

まずは、会員の皆様方には、平素より学会の運営と活動に格別のご高配

を賜り厚く御礼申し上げます。

さて、私が会長職を与って２期目初年の昨年は、なによりも学会の活動

や運営を会員の皆様にできるだけ早く、確実にお伝えすることが先決と考

え、情報伝達媒体の充実と支部との連携の改善に力を注ぎました。

そのため、長年の念願であったインターネット・メール配信サービスを

７月に実現させ、さらに紙面の情報媒体、「学会からのお知らせ」の充実

を図り、そして支部規定を定め、支部支援の道筋を明確にいたしました。

本年度は、学会の核心である活動の強化・充実を第一に掲げて、ＡＣＳ

と学会誌の充実、心のケア講座の刷新に取り組んでまいります。

特にＡＣＳは本学会創設の原点であり、学会存立を左右する根幹の活動のため、その改善・強化

は焦眉の急を要するところにあります。

既に昨年末からその革新を目指す活動が始動いたしました。

図らずも定時総会開催の２月にＡＣＳは節目の２００回を数えることになり、総会終了後に第２

００回記念ＡＣＳとして、前段のＡＣＳ刷新に向けた取り組みの一端をご紹介いたします。

是非、２月１５日の総会にご参集いただきたいと存じます。

後日、前段の会員広報紙「学会からのお知らせ」とメール配信、学会ホームページで詳細をご報

告いたしますので、ご期待願います。

社会経済の急激な悪化が高齢者のケアを取り巻く環境の厳しさに拍車をかけており、特にケアの

現場は大変厳しい状況にありますが、そのことをしっかり見据えて、会員の皆様の一層の利便と高

齢者福祉の実践に寄与することを目指して、邁進してまいります。

何卒、皆様のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

最後になりましたが、皆様のご健康とますますのご活躍、ご発展を心から祈念いたしまして、私

の挨拶とさせていただきます。

＜学会事務局＞

〒166-0013 東京都杉並区堀ノ内1-24-1

電話・FAX： 03(5941)5270
＜学会ホームページ＞

http://www.soc.nii.ac.jp/jsbse/

2009年度を迎え、今年もまた会費納入のお願

いをする季節となりました。

本会は会員の皆様よりの会費にて運営されてお

ります。昨年もおかげさまで様々な事業を行うことが

できました。心より感謝申し上げます。

厳しい世の中となってまいりましたが、このようなと

きこそ、気持ちをひきしめ、大切な会費を無駄にし

ないよう、実りのある会とすべくより一層努力して参り

ますので、皆様のご協力の程よろしくお願い申し上

げます。

【会費】

個人会員／年額 8,000円

団体会員／年額 30,000円

学生会員／年額 4,000円

賛助会員／年額一口（何口でも可）20,000円

本会の会計年度は1月1日より12月31日まで

振込先：郵便振替口座 00100-8-567890

加入者名 日本老年行動科学会

★納入状況等、ご不明の点は事務局まで

お問い合わせ下さい。

２００９年度会費納入のお願い

お振込みには、先にご送付させていただきました

「会費納入のお願い」に同封の郵便払込票をご利用いただけます。









日程 会員の皆様へのご案内 会議等

1月17日 メール配信1月号の配信

1月17日 第199回ＡＣＳ開催（明治学院大学白金キャンパス）

1月21日 本部会計監査（桜美林大学四谷キャンパス）

1月24日 第1回常任理事会（明治学院大学白金キャンパス）

1月26日 学会後援　㈱マルエツ　シニア講座開催（第一ホテル両国）

2月上旬 メール配信2月号の配信

2月上旬 お知らせ16号の送付

2月上旬 第12回大会開催案内発送（第1号）

2月15日 第1回理事・評議員会（明治学院大学白金キャンパス）

2月15日

2月15日 第２００回記念ACS（明治学院大学白金キャンパス）

2月中旬 学会誌「高齢者のケアと行動科学」第１４巻１号発刊

3月上旬 メール配信3月号の配信

3月上旬 お知らせ17号の送付

3月上旬 第4回老年行動科学講座のご案内開始

3月中旬 第12回大会開催案内発送（第2号）

3月21日 第２０１回ACS開催（明治学院大学白金キャンパス）

4月上旬 メール配信4月号の配信

4月上旬 お知らせ18号の送付

4月18日 第２０２回ACS（会場後日決定）

4月18日 第2回常任理事会（会場未定）

5月上旬 メール配信5月号の配信

5月上旬 お知らせ19号の送付

５月上旬 会員募集案内完成

５月中旬
第１２回大会　研究発表・ケースワーク報告

　　　　　　　　　・参加者募集要項発送（第3号）

5月16日 第２０３回ACS（会場後日決定）

6月上旬 メール配信6月号の配信

6月上旬 お知らせ20号の送付

6月20日 第２０４回ACS（会場後日決定）

6月20日 第3回常任理事会（会場未定）

6月下旬 第4回老年行動科学講座開講（全6回　12月修了式）

7月上旬 メール配信7月号の配信

7月上旬 お知らせ21号の送付

7月上旬 第12回大会からのお知らせ（第4号）発送

7月18日 第２０５回ACS（会場後日決定）

8月上旬 メール配信8月号の配信

8月上旬 お知らせ22号の送付

8月15日 第２０６回ACS（会場後日決定）

8月15日 第４回常任理事会（会場未定）

9月上旬 メール配信9月号の配信

9月上旬 お知らせ23号の送付

9月11日 全国支部長会議

9月11日 第2回理事・評議員会（会場未定）

9月12・13日

10月上旬 メール配信10月号の配信

10月上旬 お知らせ24号の送付

10月17日 第２０７回ACS（会場後日決定）

10月17日 第5回常任理事会（会場未定）

11月上旬 メール配信11月号の配信

11月上旬 お知らせ25号の送付

11月21日 第２０８回ACS（会場後日決定）

12月上旬 メール配信12月号の配信

12月上旬 お知らせ26号の送付

12月19日 第２０９回ACS（会場後日決定）

12月19日 第６回常任理事会（会場未定）

10月

11月

12月

8月

9月

定時総会（明治学院大学白金キャンパス）

第12回大会開催　（会場　川崎市　田園調布学園大学）

5月

6月

7月

1月

2月

3月

4月

2009年度 学会活動スケジュール
※日程は変更・追加することがあります。詳細は毎号のメール配信・お知らせ等をご覧ください。

支部活動については随時ご案内とさせていただきます。



Ｆ子の夫・Ｋ治は、Ｆ子より５歳上で元警察

官。その厳しい職業にも似ず、心優しい穏やか

な明るい人でした。交番勤務時代にも"親切なお

まわりさん"として、市内の勤務地の自治会から

感謝状をもらったほどでした。

Ｋ治が本署の内勤になってしばらくして、当

時の上司の娘Ｆ子と結婚しました。優しいだけ

でなく、上司が警察官としての責任感や勇気も

あるＫ治の将来を見込んだうえでのことのよう

でした。Ｆ子は警察官の娘らしく、夫の仕事を

よく理解し、ただの一度も不満をもらしたこと

はなく、夫の健康を気遣い、夫の職場の人間関

係にも細かく気を遣い、夫の両親や兄弟たちに

まで気遣いを示しました。

子どもがいないせいもあって、２人はいくつ
・ ・

になっても、本当に「恋人同士」のようでした。

結婚当初から「私たち、見合い恋愛なの」とＦ

子は言っていましたが、その言葉どおりでした。

買い物でも、犬の散歩でも、朝のジョギングで

もいつも2人いっしょでした。(当時はそんな光

景は珍しかったのですが)２人で手をつないだり

時には腕を組んで、近くの川辺をよく散歩して

いました。Ｋ治が50代になってから、「外国人

に対応するため」何か外国語をーつ身につける

ことが望ましい、と全署的に決まりました。英

文科を出ているＦ子がＫ治の先生になりました。

夜遅くまで２人で会話練習したり、テレビやラ

ジオの講座でいっしょに勉強し、やがてＫ治は

署内でも有数の「英語通」になりました。万事

このようで、２人は自分たちだけの世界をしっ

かりもち、それはＫ治が警察を定年退職した後

も、まったく変わることはありませんでした。

【夫の死】

平成×年の秋。夏カゼをひいたＫ治が秋になっ

ても治らず、だんだんやせてきました。Ｋ治を

診察したＡ医師は、すぐに母校の恩師に紹介状

を書きました。診察を終えてＢ教授はＦ子だけ

を呼び、難しい横文字入りの病名を告げ、難治

性の血液疾患であり、「正直なところ見通しは

五分五分だ」と言い、ただちに入院することを

勧めました。こうしてＫ治の入院生活が始まり

ました。

Ｆ子の介護は、他の家族の介護とは少し違っ

ていました。もちろん身の回りの世話や買い物・

見舞客への対応などはしましたが、それ以外は、

Ｋ治の側に座ってただじっとＫ治を見ているだ

けだったのです。２人ともほとんど口をきかず、

ただただ相手の目を見つめ合っているだけでし

た。まるで目と目だけで無限の会話をしている

ような――。

正月も過ぎ・酷寒の２月のある日、とうとう

Ｋ治の最期のときがやってきました。下顎呼吸

が始まり、だれの目にもＫ治があの世への旅立

ちの準備を始めたことがわかりました。医師も

井上教授のコラムアーカイブ（3）

生きる意欲の回復へ
～事例・愛し切る～

…中央法規出版「歳をとることが本当にわかる50の話」より

「歳をとる」とはどういうことでしょうか。「認知症」とはどんな状態なのでしょうか。この
学会に関心を示した皆さんは、既にそのようなことは経験的に、あるいは本などからの知識を得
てよくご存知かもしれません。

でも、どんな状態になるかはわかっていても、その背景となる心理はどうでしょうか。お年寄
りを子ども扱いしたり、徘徊や盗癖などの問題行動を「認知症だから」で片付けたりはしていな
いでしょうか？分かっているようで実は分かっていないこともあるかもしれません。

このコラムでは、日本老年行動科学会の前会長で、現在は駿河台大学教授である井上勝也氏が、
長年の高齢者研究の経験から、「水をほしがる人にパンを差し出すような見当違いの対応」が少
しでもなくなるよう、高齢者の心と行動について語ります。

※なお、本連載は井上教授の許可を得て、過去に発表された文章を再掲させていただいています。



看護婦もただ見ているだけ。大声でＫ治の名を

呼ぶ身内。強張った表情の顔・顔。そのとき突

然、Ｆ子が「Ｋ治と自分だけにしてほしい」と

言い出しました。その絶対に反対を許さないと

いう強い目の色と固く結んだロ元に、周囲の者

は思わず後退りしました。そして何か言いかかっ

た看護婦の肩をたたいて医師が部屋を出ると、

皆その後をついてゾロゾロと部屋を出ました。

数分後に部屋に戻って皆が見たものは、もう

旅立ってしまったＫ治の上に、覆い被さるよう

にしているＦ子の姿でした。

【Ｆ子の変貌】

葬式を済ませた後のＦ子は、まるで泣くため

に生きているかのようでした。いつだれがどん

なときに訪ねても、泣いていないＦ子を見るこ

とは困難でした。人の体にあれほど涙があるな

んて、とだれかが言いました。体はみるみるや

せ細り、多くの人が心を痛めました。とりわけ

Ｆ子もメンバーだった日舞のグループは「もし

かしたらご主人の後を追うのでは」と心配し、

グループのだれかが必ず１日に２回は訪ねる、

という取り決めをしました。こうして初七日が

過ぎ、四十九日が過ぎました。

四十九日の翌々日戸Ｆ子宅を訪ねたグループ

の１人は仰天しました。Ｆ子がそれまでとはち

がい、きちんと髪を整えお化粧し、にっこり笑

いながら出迎えてくれたからです。訪問者はわ

が目を疑いました。それから１週間ほどした春

風が心地良く吹く日曜日の午後、なじみのお寿

司屋の２階で「励ます会」が開かれたのです。

【強い一心同体感】

Ｆ子の笑顔とアルコールで座がにぎやかになっ

た頃、Ｆ子は、それまでの皆の心遣いに深く感

謝し、心からお礼を言い、話し始めました。

「信じてもらえないかもしれないけど――、四

十九日の晩、ウトウトしていたら、本当にＫ治

さんが現れたの。あたしが編んだ白いセーター

を着てニコニコ笑いながら。そしてあたしにこ

う言ったのよ――。『ありがとね、ありがとね。

でも、もういいよ、もういいんだ。――じゃあ

先に行ってるよ』。笑いながら手を振ってどん

どん行っちゃうの。私もニコニコ笑いながら手

を振って見送ってるの――。

そして朝起きたら、体がものすごく軽くなっ

て、そして何だか力がわいてきてキビキビ動く

のよ。そうだ、もういいんだ――。あたしはK治

さんを愛し切ったんだ。あたしが死のうが生き

ようが絶対に壊れない絶対になくならないもの

を手に入れちやったんだ!

あたしは今日までにＫ治のものを全部整理し

ちゃいました。Ｋ治が着ていた制服も写真もス

キーのカップも、何もかも。かえって邪魔なの

よ。だって私はＫ治で、Ｋ治は私。本当に一心

同体なの。だから、ホラッ見て、結婚指輪も外

しちゃったの!」

Ｆ子の指に指輪がないのを、だれもが見届け

ました。

* * *

高齢者の場合、最愛の人を喪って、数カ月で

後を追うようにして亡くなったり、認知症やう

つ病を発症したりすることがあります。Ｆ子も

危ういところでそうなりかかりました。しかし

「愛し切った」というＦ子の自覚が、強い一心

同体感を生み、それがＫ治の分まで生きようと

する、新しく生きる力をＦ子に与えたように思

えます。若い頃から、そして中年期をとおして

愛が形成されてゆき、そしてさらに老年期を堅

い心の絆で結ばれて過ごしてこそ、この夫婦の

ような愛が育まれるのかもしれません。

「井上教授のコラムアーカイブ」は

隔月掲載の予定です。

井上 勝也 教授




